
 

第
十
三
回 

中
部
環
境
先
進
五
市 

サ
ミ
ッ
ト
㏌
多
治
見 

令
和
六
年
七
月
十
二
日(
金) 

多
治
見
バ
ロ
ー
文
化
ホ
ー
ル 

テ
ー
マ
「
循
環
型
社
会
に
向
け
て
の
ま
ち

づ
く
り
～
市
民
と
つ
く
る
豊
か
な
暮
ら

し
を
目
指
し
て
～
」
が
開
催
。
市
民
団
体

交
流
会
に
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
・
内

閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師
・
新
城
市
環
境

審
議
会
委
員
と
し
て
小
山
舜
二
が
参
加
。 

【
中
部
環
境
先
進
五
市
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
）

サ
ミ
ッ
ト
は
、
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
現
：
環
境
首
都
創
造

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
主
催
の
「
日
本
の
環
境

首
都
コ
ン
テ
ス
ト
」（
現
在
は
終
了
）
に
参

加
し
て
い
た
多
治
見
市
、
安
城
市
、
新
城

市
、
掛
川
市
、
飯
田
市
の
五
市
が
連
携
し
、

平
成
二
十
二
年
か
ら
年
一
回
開
催
。
五
市

の
市
長
が
集
い
、
各
市
の
取
組
み
の
紹
介

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
市
民
団

体
の
交
流
会(

意
見
交
換
会)

を
行
っ
て

い
る
】 

 
 

基
調
講
演 

「
脱
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
へ
の
移
行

に
つ
い
て
」
中
部
地
方
環
境
事
務
所
の
伊

藤
龍
一
氏
か
ら
、
環
境
省
の
最
大
の
課
題

が
自
然
災
害
よ
り
も
犠
牲
者
の
多
い
「
熱

中
症
」
対
策(

参
考:

死
亡
者
数 

令
和
四

年 

熱
中
症 

千
四
百
七
十
七
人 

自
然
災

害 

二
十
六
人)

で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
、

大
き
な
興
味
を
抱
い
た
。 

各
市
首
長
の
取
組
み
紹
介  

◇
新
城
市
下
江
市
長 

循
環
型
社
会
の 

 

ま
ち
づ
く
り
～
多
様
な
主
体
で
取
り
組

む
里
山
の
保
全
～
地
域
と
企
業
・
自
治
体

と
の
連
携
を
テ
ー
マ
に
、
市
の
八
十
四
㌫ 

が
森
林
に
覆
わ
れ
、
そ
の
森
林
に
は
愛
知

県
の
鳥
「
こ
の
は
づ
く(

仏
法
僧)

」
や
貴

重
な
鳥
類
な
ど
が
生
息
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
生
息
に
配
慮
し
た
森
づ
く
り
を
目

指
す
。
ま
た
、
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
幼
木
の
食
害
、
ま
た
林
木

の
枝
虫
被
害
の
軽
減
な
ど
を
模
索
。
日
本

の
棚
田
百
選
・
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
に
も
選

ば
れ
て
い
る
四
谷
の
千
枚
田
を
継
承
し

て
い
く
た
め
、
地
域
と
企
業
・
自
治
体
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域
が
地

元
の
小
学
校
に
対
し
て
行
う
環
境
学
習

や
体
験
を
通
じ
て
里
山
に
お
け
る
生
態

系
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
実
施
。
ま
た
、
地

元
企
業
の
社
員
と
地
域
の
方
と
共
に
四

谷
の
千
枚
田
に
お
い
て
外
来
植
物
の
伐

根
・
駆
除
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。 

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
を
拠
点

と
し
た
生
物
多
様
性
活
動
の
推
進…

等
々
を
紹
介
し
た
。 

◇
掛
川
市
久
保
田
市
長 

ご
み
の
減
量

の
た
め
に
「
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助

金
制
度
」
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
電
動
生

ご
み
処
理
機
だ
け
で
な
く
「
キ
エ
ー
ロ
」

に
も
購
入
費
の
１
／
２
で
上
限
１
万
円

の
補
助
金
を
助
成
。 

◇
安
城
市
三
星
市
長 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
回
収
を
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

◇
飯
田
市
佐
藤
市
長 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
、
大
学
と
も
連
携
し

て
、
水
と
光
触
媒
を
つ
か
っ
た
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
を
含
め
た
、
様
々
な
施
策

を
し
て
い
る
。 

◇
多
治
見
市
高
木
市
長 

市
有
施
設
の

照
明
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
化

を
推
進
、
道
路
や
公
園
は
１
０
０
％
完
了
。

土
岐
川
観
察
館
を
自
然
学
習
の
場
と
し

て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
代
別

の
環
境
学
習
講
座
「
エ
コ
カ
レ
ッ
ジ
」
を

開
い
て
い
る
。…

等
々
が
報
告
さ
れ
た
。 

恒
例
と
し
て
、
次
回
開
催
市
新
城
市
下

江
市
長
が
多
治
見
市
高
木
市
長
か
ら
「
Ｔ

Ａ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
の
タ
ス
キ
」
を
引
き
継
い
だ
。  

市
民
交
流
会: 

各
市
市
民
団
体
が
班
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告(

各
自
二
分)

、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

思
え
ば
第
九
回
中
部
環
境
先
進
五
市

サ
ミ
ッ
ト
㏌
新
城
で
小
山
は
「
四
谷
の
千

枚
田
保
全
活
動
」
と
題
し
て
に
基
調
講
演

と
い
う
重
責
を
担
っ
た
思
い
が
過
ぎ
っ

た
。 粋

な
計
ら
い 

海
老
財
産
区 

市
内
鳳
来
西
、
海
老
、
連
谷
小
の
三
校

は
平
成
二
十
八
年
に
閉
校
。
体
育
館
と
運

動
場
は
市
内
の
団
体
の
み
に
解
放
さ
れ

て
い
る
。
旧
連
谷
小
は
公
民
館
を
柱
に
地

域
住
民
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
呼
び

掛
け
、
草
刈
り
や
花
壇
の
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
草
の
伸
び
る
速
さ
に
苦
慮
し
て
い

た
矢
先
、
海
老
財
産
区
か
ら
芝
刈
り
機

(

連
谷:

手
動 

海
老:

乗
用)

が
供
給
さ

れ
た
。
林 

公
民
館
館
長
は
「
こ
れ
で
、
き

れ
い
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
保
て
る
」
と
喜
ん

で
い
る
。 
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ア
フ
リ
カ
地
域 

稲
作
振
興
の
た
め
の
中

核
的
農
学
研
究
者
の
育
成 

毎
年
、
名
古
屋
大
学 

江
原
教
授
の
依

頼
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ
稲
作
現
地
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
の
研
修
者
は
ア

フ
リ
カ
八
か
国(
ブ
ル
ン
ジ
、
カ
メ
ル
ー

ン
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ス
ー
ダ
ン
、

ジ
ン
バ
ブ
エ)

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
農
業
・
農

村
開
発
省 

農
業
技
術
学
校
副
校
長
と
か

国
立
穀
物
研
究
所 

米 

プ
ロ
グ
ラ
ム
研

究
運
営
主
任
研
究
官
と
か
土
地
・
農
業
・

水
・
気
候
・
農
村
再
定
住
省 

稲
作
学
者
な

ど
、
そ
う
そ
う
た
る
肩
書
き
で
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
を
代
表
し
た
農
学
研
究
者
で
も

あ
る
。
研
修
目
的
は
美
味
し
い
米
作
り
の

手
法
を
学
び
た
い
一
心
で
、
連
発
す
る
質

問
か
ら
も
伺
わ
れ
た
。
➀
肥
料 

②
品
種 

③
農
薬 

④
国
・
県
・
市
か
ら
の
支
援
及
び

助
成
金
は…

 

⑤
腰
は
痛
く
な
ら
な
い
か

等
々
。 

他
に
、
全
部
の
田
ん
ぼ
が
湧
き
水
で
潤
っ

て
い
る
。
天
日
干
し
、
古
米
を
地
域
特
産

品
と
し
て
製
菓
会
社
と
製
品
開
発
「
千
枚

田
五
平
餅
」
と
し
て
道
の
駅
や
郵
便
局
の

宅
配
便
で
全
国
展
開
、
好
評
で
あ
る
。

等
々
。
除
草
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
田
ん

ぼ
に
入
り
「
は
っ
た
ん
」
を
転
が
し
て
見

せ
た
。
質
問
で
、
な
ぜ
「
は
っ
た
ん
」
と

い
う
か
の
問
い
に
「
人
の
手
で
は
腰
を
曲

げ
て
草
取
り
を
し
て
も
、
せ
い
せ
い
一
反

歩
で
あ
る
が
、
八
倍
く
ら
い
能
率
が
上
が

る
こ
と
か
ら
「
は
っ
た
ん
」
と
い
う
。
と

答
え
た
ら
ウ
ォ
～
と
歓
声
が
上
が
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
は
っ
た
ん
」
を
手
に
持
ち
、

転
が
し
た
り
し
て
、
感
心
し
き
り
で
あ
っ

た
。
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
イ
モ
リ
や
ヤ
マ

カ
ガ
シ
が
追
う
こ
と
で
除
草
効
果
が
生

じ
る
。
カ
エ
ル
が
稲
に
上
り
一
日
二
百
匹

の
害
虫
を
食
べ
れ
ば
、
殺
虫
剤
の
散
布
量

や
散
布
回
数
が
少
な
く
て
済
む
。
生
き
物

と
共
生
し
た
体
に
優
し
い
米
作
り
の
実

践
。
田
ん
ぼ
の
生
き
物(

タ
ニ
シ
を
例
に)

は
そ
れ
ぞ
れ
が
食
事
を
し
て
排
泄
す
る

…

な
ど
、
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
も
説
い
た
。 

質
疑
応
答
の
中
、
ア
フ
リ
カ
で
も
、
湧

き
水
や
天
日
干
し
も
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
。 農

学
研
究
者
の
代
表
か
ら
は
「
一
言
一

言
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
国
に
帰
り
、

取
得
し
た
技
術
を
糧
に
普
及
に
努
め
る
。
」

と
挨
拶
を
頂
い
た
。 

リ
ア
ル
案
山
子 

 

七
月
十
三
日
、
今
年
も
新
し
い
案
山
子

が
や
っ
て
き
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
案
山

子
が
入
れ
替
わ
り
、
今
回
が
八
回
目
。
作

成
者
は
設
楽
町
津
具
の
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｏ
で
欽
ち
ゃ
ん
香
取
慎
吾
の
仮
装
大
賞

に
連
続
出
演
、
今
年
は
「
大
賞
」
を
受
賞
、

筋
金
入
り
だ
。 

今
年
は
、
昭
和
の
風
景
を
再
現
。
両
手

で
ウ
ナ
ギ
を
捕
ま
え
た
り
、
釣
っ
た
魚
を

焼
い
た
り
名
物
の
五
平
餅
な
ど
を
味
わ

っ
た
り
、
沢
で
魚
釣
り
を
す
る
四
体
。 

レ
ト
ロ
で
リ
ア
ル
な
案
山
子
は
訪
れ

る
人
々
に
癒
し
や
愛
嬌
を
振
り
ま
い
て

い
る
。 

こ
の
、
案
山
子
設
置
に
つ
い
て
は
四
谷

の
千
枚
田
の
保
存
継
承
に
ご
尽
力
頂
く

（
株
）
丸
八
製
菓
「
八
雲
だ
ん
ご
」
の
心

の
籠
っ
た
贈
り
物
で
あ
る
。 

                 

一
口
メ
モ:

案
山
子(

か
か
し)

は
「
嗅
が
す
」

が
転
じ
た
も
の
、
と
い
う
の
が
通
説
で
、
嫌

な
臭
い
を
発
す
る
植
物
な
ど
を
焼
い
て
、
悪

さ
を
す
る
動
物
た
ち
に
「
嗅
が
し
」
、
農
作

物
を
守
る
こ
と
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
う
し
た
事
が
、
案
山
子
と
い
う
名
に

転
じ
た
と
云
わ
れ
る
。
今
ど
き
の
案
山
子
は

着
る
も
の
も
姿
か
た
ち
も
リ
ア
ル
で
、
野
生

動
物
た
ち
と
も
仲
が
い
い
。(

昨
年
は
案
山

子
と
二
ホ
ン
ジ
カ
が
遊
ん
だ
証
拠
に
糞
を

沢
山
置
い
て
い
っ
た)

 
 

ま
た
、
案
山
子
男
と
は
、
地
位
・
外
見
ば

か
り
よ
く
て
、
そ
れ
相
応
の
能
力
の
な
い 

見
か
け
倒
し
の
こ
と
を
言
う
。 

デ
マ
ン
ド
バ
ス 

 

豊
鉄
バ
ス
四
谷
千
枚
田
新
城
線
休
止

に
伴
い
海
老
、
四
谷
、
連
合
地
区
に
お
い

て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
運
行
が
行
わ

れ
て
い
る
。
利
用
日
の
前
日
ま
で
の
予
約

に
基
づ
い
て
運
行
す
る
バ
ス
で
地
区
内

の
移
動
、
地
域
外
の
指
定
乗
車
場
所(

静

巌
堂
医
院)

へ
の
移
動
に
も
利
用
で
き
る
。 

 

新
城
や
長
篠
方
面
に
行
く
に
は
田
口
新

城
線
に
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
る
。  

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は
、
決
ま
っ
た
時
刻

表
、
ル
ー
ト
で
の
運
行
で
は
な
く
、
事
前

の
予
約
に
応
じ
て
、
区
域
の
中
を
走
る
バ

ス
で
、
バ
ス
が
安
全
に
運
行
で
き
る
道
で

あ
れ
ば
、
自
宅
近
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で

き
る
。
細
い
道
も
通
れ
る
よ
う
に
車
両
は

五
人
乗
り
の
普
通
乗
用
車
で
、
予
約
状
況

に
よ
っ
て
は
他
の
乗
客
と
相
乗
り
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。  

 

こ
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
乗
り
、
海
老
、

四
谷
、
連
合
区
域
内
の
移
動
が
可
能
に
な

っ
た
。
例
え
ば
前
日
に
予
約(

海
老
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
内)

し
て
お
い
て
、
自
宅

の
あ
る
我
が
家
か
ら
こ
の
バ
ス
に
乗
り

海
老
地
内
の
宮
本
医
院
ま
で
行
き
、
帰
り

も
同
時
に
予
約
し
て
お
け
ば
、
自
宅
ま
で

帰
る
こ
と
が
で
き
る
。  

 

こ
の
実
証
運
行
は
令
和
五
年
十
月
二

日
か
ら
令
和
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
で

そ
の
後
、
十
月
一
日
か
ら
は
他
の
Ｓ
バ
ス

の
運
賃
と
同
じ
一
乗
車
二
百
円
と
な
る
。 

 

地
域
内
の
年
寄
り
に
は
有
難
い
制
度

で
、
川
売
の
梅
の
里
や
千
枚
田
散
策
、
須

山
の
観
音
様
参
り
も
大
い
に
楽
し
め
る
。  

      

行 
 

令
和
六
年
七
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


